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キャリアや就職・転職全般に関する研究や各種調査を⾏う機関『Job 総研』(※1)を運営する株式会社ライ

ボ（本社:東京都渋⾕区 代表取締役︓⼩⾕匠 以下「ライボ」）は、469 ⼈の社会⼈男⼥を対象に「2021
年 SDGs 実態調査」を実施しました。同調査では SDGs の認知度や関⼼のある取り組み、または働く環境
と SDGs の関連性と企業の貢献度の判断基準などについて調査しました。 

 
【SDGs の認知度⾼まり注⽬される企業の取り組み】 

2030 年までに持続可能でよりよい世界を⽬指す国際⽬標「SDGs (Sustainable Development Goals)」(以
下 SDGs)は、17 のゴール・169 のターゲットから構成され、⽇本でも積極的な取り組みにより昨今様々な場
⾯で⾒聞きする機会が増えてきました。 

この背景に Job 総研では SDGs の認知度をはじめ、関⼼のある SDGs ⽬標や働く環境として SDGs の取り組
みがどれほど重要視され影響を与えているのかなどを含め、企業の社会貢献度を判断する要素やその⽅法につ
いても調査しました。 

Job 総研による『2021 年 SDGs 実態調査』を実施 
SDGs の認知度 9 割 半数以上が転職の企業選択に影響 
〜最も関⼼度が⾼い SDGs ⽬標は「働きがいも経済成⻑も」4 割超え〜 

【TOPICS】 
・全体の92.1%がSDGsを既知していると回答 
・SDGsを知った時期については2019年1⽉〜現在までの期間が最多で63.1% 
・SDGsを知ったきっかけは「インターネット」と「職場」の回答が多数 
・関⼼のあるSDGs⽬標は「働きがいも経済成⻑も」が最多の42.4% 
・全体の半数を超える51.7%が企業のSDGsへの取り組みが企業選びに影響すると回答 

【調査概要】 
調査対象者 ︓全国 / 男⼥ / 20〜69歳 
調査条件    ︓1年以内〜10年以上勤務している社会⼈ 

20⼈〜1000⼈以上規模の会社に所属 
調査期間  ︓2021 年 10 ⽉ 27 ⽇〜10 ⽉ 31 ⽇ 
サンプル数  ︓469⼈ 
調査⽅法 ︓インターネット調査 
 



【SDGs の認知度について】 
 全体の 92.1%の回答者が「SDGs を既知している」と回答し、20〜60 代の年代別でも全年代で９割を超え
る認知度でした。そして SDGs を知った時期は、「2019 年 1〜12 ⽉」が 25.2%で、「2020 年 1〜12 ⽉」が
26.6%、「2021 年 1 ⽉〜現在」が 11.3%になり、63.1%が 2019 年 1 ⽉以降に知ったという回答結果になり
ました。また、知るきっかけになったのは「インターネット」が 26.4%と最多で、次いで「職場」が
25.0%、「テレビ」15.0%の回答結果になりました。 

  
※詳細は別紙の「2021 年 SDGs 実態調査 報告書」をご参照ください(※2) 

 
【関⼼が⾼い SDGs ⽬標】 

全 17 の SDGs ⽬標の中で、42.4%の回答者が「⽬標 8 働きがいも経済成⻑も」に関⼼があると回答し、次
いで、「⽬標 1 貧困をなくそう」39.4%、「質の⾼い教育をみんなに」38.2%で、最少回答は「⽬標 17 パー
トナーシップで⽬標を達成しよう」13.0%という回答結果になりました。 

 
※詳細は別紙の「2021 年 SDGs 実態調査 報告書」をご参照ください(※2) 



【SDGs の取り組みが企業選びに影響】 
現在転職活動中や今後転職をするとなった際に、企業の SDGs への取り組みが企業選びに影響するかという
問いでは、「⼤きく影響する」11.7%、「やや影響する」40.2%で、回答者全体の半数を超える 51.9%が企業
選びに SDGs の取り組みが影響すると回答しました。 

 
※詳細は別紙の「2021 年 SDGs 実態調査 報告書」をご参照ください(※2) 

 
【企業の社会貢献をどこで判断するか】 
 企業の社会貢献をどこで判断しているかという問いでは、60.9%が「従業員に対する姿勢」で最多回答にな
り、次いで「ビジネスモデル」58.8%、「企業理念」46.1%で、最少回答は「経営者のメッセージ」という回
答結果になりました。また、企業の社会貢献活動を調べる⽅法としては、66.7%の「企業ホームページ」が最
多回答で、次いで「企業採⽤ページ」が 53.2%の回答結果でした。 
 

 
※詳細は別紙の「2021 年 SDGs 実態調査 報告書」をご参照ください(※2) 



【調査まとめ】  
社会⼈男⼥を対象に実施した「2021 年 SDGs実態調査」では、20〜60 代それぞれの年代で 9 割以上が

SDGs を既知しており、2019 年 1 ⽉以降に認知度が⾼まっていることがわかりました。 
また、知るきっかけになったのはインターネットが最多でしたが、職場で知ったという回答も多いことか

ら、職場での会話や⾃社の取り組み、担当している業務などがきっかけになると推測できます。 
近年 SDGs の取り組みをする企業も徐々に増えてきている中、転職などの企業選択基準にも影響が出ている
傾向が⾒られ、今後の採⽤活動に企業の SDGs が影響してくることも予測できます。 
 ライボでは今後も社会⼈を対象にした就職・転職・働き⽅などに関連する様々な調査を実施し、リアルで透
明度の⾼い情報を発信することで、個が活躍する社会の実現を⽬指してまいります。 
 
【(※2)2021 年 SDGs 実態調査 報告書】 

報告書ではより詳細な集計結果や回答者コメントなどを記載しています。 
https://laibo.jp/info/20211108-2/ 
 
【(※1)Job 総研について】 

Job 総研は就職・転職やキャリア全般に関する研究や各種調査の実施により、市場の現状と未来を分析し、
社会へ発信することで就転職関連市場に貢献する事を⽬的とし⽴ち上げられました。 
就職・転職・働き⽅・ランキング・働く⼥性など多数のジャンルで信頼できる情報を発信していくことによ

り、就転職活動に役⽴てていただくことや、キャリアに関する不安や悩みを解決する⼀助として”個が活躍する
社会により良い選択の機会”を提供し就転職市場に貢献してまいります。 

 
【JobQ について】 
「あなたが知りたい”働く”は誰かが知っている」をコンセプトに運営する JobQの累計登録者数は 28万⼈を超
え、キャリアや転職に関する情報交換と相談ができるサービスです。具体的な企業名を検索して、現役社員や
元社員による⼝コミだけではなく、仕事全般に関する悩みや就職・転職への不安など漠然とした内容も含ま
れ、匿名によるユーザ同⼠でコミュニケーションを取りながら、より良い選択をつくる場になっています。 
■JobQ の「SDGs 特設ページ」 
https://job-q.me/SDGs 
 
【会社概要】 
会社名   ︓株式会社ライボ 
設⽴   ︓2015 年 2 ⽉ 3 ⽇ 
代表取締役  ︓⼩⾕ 匠 
所在地   ︓〒150-0043 東京都渋⾕区道⽞坂 1丁⽬ 19-9第⼀暁ビル 3階  
事業内容  ︓キャリアや転職に特化した匿名相談サービス「JobQ」の企画・開発・運営 
グループ会社  ︓2019 年 3 ⽉ 1 ⽇ パーソルキャリア株式会社にグループイン  
ホームページ  ︓https://laibo.jp/ 
報告資料  ︓https://laibo.jp/info/20211108-2/ 
 
 
 
 
 

報道関係者様お問い合わせ先 株式会社ライボ 広報担当︓堀 雅⼀ 
Tel・Fax︓03-6416-1760  携帯︓080-4193-1810   

Mail︓masakazu.hori@laibo.jp 

※現在主にテレワークでの勤務形態をとっておりますので、誠に勝⼿ながらお問い合わせは携帯電話かメールにてお願い致します 


